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令和７年　第３回定例会

　令和７年第３回定例会が９月３日から12 日までの10 日間
の会期で開催されました。
　今回の議会では、ＡＩ乗合タクシー運行業務委託料などの
補正予算や令和６年度の決算認定を含む町長提出の議案が
18 件、報告２件、委員会報告２件、議員提出議案１件が審
議され、すべての議案が可決されました。
　一般質問では、７名の議員が登壇し、町政全般についての
質問が展開されました。

AI 乗合タクシー運行業務委託料などの補正予算AI 乗合タクシー運行業務委託料などの補正予算
を可決！を可決！

一般会計補正予算（第５号）の主なもの
歳　　入 補　正　額

国庫支出金 ５４５０万３千円
県支出金 ３１８５万４千円

歳　　　出 補　正　額
ＡＩ乗合タクシー運行業務委託料
　→利用者の増加に伴い車両を増車します。 １８４１万２千円

斎場火葬棟待合室バリアフリー化事業
　→待合室（１室）をバリアフリー化します。 ６６５万３千円

急速充電設備設置事業
　→町営駐車場に電気自動車の急速充電設備を設置します。 ８５８万５千円

袋田観瀑施設吊橋付近落石防護柵改修工事
　→古い落石防止柵を新しくします。 １３６７万円

第３回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　案　名 結　果

報告７号 令和６年度大子町一般会計
継続費の精算報告について 報告済

議案第80号
大子町乳児等通園支援事業
の設備及び運営に関する基
準を定める条例

原案可決

議案第81号
大子町職員の勤務時間、休
暇等に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決

議案第82号
大子町職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決

議案番号 議　案　名 結　果

議案第83号 人権擁護委員候補者の推薦
について 原案適任

議案第84号 令和７年度大子町一般会計
補正予算（第５号） 原案可決

議案第85号
令和７年度大子町国民健康
保険事業特別会計補正予算

（第１号）
原案可決

議案第86号
令和７年度大子町後期高齢
者医療特別会計補正予算

（第１号）
原案可決
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議案番号 議　案　名 結　果

議案第87号 令和７年度大子町介護保険
特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第88号
令和７年度大子町介護サー
ビス事業特別会計補正予算

（第１号）
原案可決

議案第89号
令和７年度大子町浄化槽整
備事業会計補正予算

（第１号）
原案可決

議案第90号 令和７年度大子町水道事業
会計補正予算（第３号） 原案可決

委員会報告
第２号

常任委員会審査報告（予算・
決算委員会） 原案可決

議案第91号
令和６年度大子町一般会計
歳入歳出決算の認定につい
て

原案認定
※

議案第92号
令和６年度大子町国民健康
保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

原案認定
※

議案の賛否状況
　採決にあたり、意見が分かれた議案の賛否状況をお知らせします。

議　案
番　号

議　案　名

賛否数 議　　　　員　　　　名
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91号 令和６年度大子町一般会計歳入歳出決
算の認定について 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

92号 令和６年度大子町国民健康保険事業特
別会計歳入歳出決算の認定について 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

93号 令和６年度大子町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

94号 令和６年度大子町介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

95号 令和６年度大子町介護サービス事業特
別会計歳入歳出決算の認定について 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

※○＝賛成、× ＝反対、－＝議長（大森勝夫議長）は採決に加わりません

議案番号 議　案　名 結　果

議案第93号
令和６年度大子町後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

原案認定
※

議案第94号
令和６年度大子町介護保険
特別会計歳入歳出決算の認
定について

原案認定
※

議案第95号
令和６年度大子町介護サー
ビス事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

原案認定
※

議案第96号
令和６年度大子町浄化槽整
備事業会計剰余金の処分及
び決算の認定について

原案可決
及び

原案認定

議案第97号
令和６年度大子町水道事業
会計剰余金の処分及び決算
の認定について

原案可決
及び

原案認定

委員会報告
第３号

常任委員会審査報告（文教
厚生委員会） 原案可決

議員提出議案
第３号

教職員定数改善と義務教育
費国庫負担制度堅持のため
の政府予算に係る意見書

原案可決

※は賛否がわかれた議案
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人権擁護委員候補者に益
ましこしんいち
子真一さんを推薦

　人権擁護委員の菊池達男さんが、令和７年６月 30 日で任期満了となるため、その後任は益
ま し こ

子真
しんいち

一
さんが適任として決定しました。任期は令和８年１月１日から令和 10 年 12 月 31 日までです。

請願に対する結果報告
　この請願の主旨は、教員の働き方改革と義務教育の質向上を実現するため、教職員の定数を増やす
とともに、国が財政的な責任を引き続き担うことで、自治体が改革を実効的に進められるよう求める
内容のものです。

請願・陳情等名 請願・陳情等者 付託委員会 結　果

教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度堅持のための政府予算に係る意見
書採択を求める請願

水戸市笠原町
　茨城教育会館2Ｆ
茨城県教職員組合
代表　井坂　功一　ほか76名

文教厚生委員会 採　択

※採択された請願・陳情等は、地方自治法第 99 条の規定により国会及び関係省庁等に意見書を提出
しました。

反対討論〔一般会計〕
　令和６年度一般会計の不用額は６億 1064 万円と依然として大きな額である。このことは、予算の策
定にあたって、綿密な精査や検討が不十分であったことに他ならない。
　また、年度末の財政調整基金は 15 億円、減債基金も 11 億円と多額に上る。これらの不用額や基金
の一部を活用すれば、少子・高齢化対策、福祉、医療、教育、また町民の生活や暮らしの向上のための様々
な施策や事業に活かせたはずである。
　土木費の住宅リフォーム助成費、総務費のタクシー利用助成制度やプレミアム商品券発行事業など、
一定の評価をするが、少子・高齢化、地域の現状を見るとさらなる充実が求められる。一方で、農業費、
観光費など、多額の支出があったにもかかわらず、効果が疑問なものもある。効果の検証が必要である。
　以上のことから、不用額、事業の効果、公平性、財政調整基金等のあり方から見て、この決算に問題
があることは明らかであり、反対を表明する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一部抜粋）

　第３回臨時会が７月２日に開催され、町長提出議案５件（うち承認１件）について、すべての議案が全会
一致で可決されました。

　皆さんの「こうしてほしい」という願いや意見を、町
議会に直接届ける制度です。提出には議員の紹介が必要
で、提出された請願は、議会の中でその内容が議論され
採否が決定します。採択された場合は、議会はその実現
に向けて町や国に働きかけます。

請願とは？

第３回臨時会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第75号 令和７年度大子町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第76号 中心市街地排水処理施設整備工事（３工区）変更請負契約契約の締結について 原案可決

議案第77号 中心市街地排水処理施設整備工事（４工区）変更請負契約契約の締結について 原案可決

議案第78号 令和７年度大子町一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第79号 令和７年度大子町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
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　令和６年度における予算執行の歳入歳出決算の認定については、予算・決算委員会※に付託
され２日間にわたり審査が行われました。審査の結果、一般会計の主な事業や特別会計、浄化
槽事業会計・水道事業会計の決算（町長提出議案 84 号から第 90 号まで）について原案のと
おり認定しました。

令和６年度歳入歳出決算の認定について

令和６年度　一般・特別・水道事業会計決算

一般会計歳入決算

一般会計歳出決算

119億1726万９千円119億1726万９千円

108億6726万４千円108億6726万４千円

（前年度比：17億135万円減　12.5％減（前年度比：17億135万円減　12.5％減⇩⇩））

（前年度比：13億5064万５千円減　11.1％減（前年度比：13億5064万５千円減　11.1％減⇩⇩））

会　　計　　別 歳入決算額 歳出決算額
一　　　般 119億1726万9千円 108億6726万4千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 22億5736万6千円 21億1877万3千円

後 期 高 齢 者 医 療 3億441万4千円 2億9384万3千円

介 護 保 険 26億7955万7千円 24億6915万9千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 1300万7千円 1300万7千円

浄化槽整備事業 総収益・総費用 7619万1千円 6843万9千円

水道事業会計 総収益・総費用 4億4578万5千円 4億3904万4千円

　町が令和６年度中に実施したすべての事業に対して、ど
のように予算が使われたのかを審査する委員会のことで、
今後の事業執行につなげてもらうための重要な役割を担っ
ています。

　一般会計及び特別会計の決算額は次のとおりです。

予算・決算委員会とは？
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　令和７年度の予算・
決算委員会では、令和
６年度の一般会計及び
特別会計等の幅広い分
野にわたり、町の財政
運営の透明性と効率性
を重視し、各事業の成
果と課題を丁寧に検証
しました。

　委員会では、監査委員から令和６年度決算
審査結果報告を受け、その意見も参考にしな
がら決算書を元に、町民の皆さまの暮らしに
直結する施策が適切に実施されているかを質
疑によって確認しました。
　特に、町の将来を見据えた取組みに対して

■予算・決算委員長総括

予算・決算委員会での主な質疑
一般会計決算認定　※一部を抜粋して掲載しています。

予算･決算委員長
菊池　靖一

は、まちづくり課や観光商工課に委員からの
質問が集中する場面もありました。決算を見
るうえでは、予算との違いも重要なポイント
なので不用額や事業の効果についても多くの
質疑が行われています。熱心さのあまり審査
を逸脱する質問がでることもあり、注意する
場面もありました。
　委員会は終始、建設的かつ真摯な質疑が行
われ町民の声を反映した予算執行のあり方を
探る場となりました。質疑終了後、付託され
た案件について、議員のみで採決を行い賛成
多数により採択すべきものと決定しました。
　今後も町民の皆さまに開かれた議会運営を
目指し、より分かりやすい情報発信に努めて
参ります。

問

問

問

問

答

答

答

答

古民家レストラン期間限定運営
事業の内容と入込客の実績は？

食を活用した戦略的プロモーシ
ョン事業の実施した内容は？

経済産業省関東経済産業局との
連携事業の内容と実績は？

中小企業者経営改善・創業等支
援補助金が前年度より増額とな
った理由は？

10 月 18 日から 11月 17 日までのうち、19日間古民
家レストラン運営とウォークラリーを実施した。入込
客は 435名でウォークラリーは 89名の参加があった。

（まちづくり課）

大子町の特産品を首都圏の方々向けにＰＲしていくプ
ロモーション事業である。９月 14日、15日の２日間
で世田谷区のボーナストラックに生産者と出店し主要
な特産品のＰＲを実施した。　　　　　（まちづくり課）

関東経済産業局、商工会と連携し視察研修の実施、ｅコ
マース（ネット通販）などの販路開拓の勉強会等の開催、
空き店舗等活用事業として駅前商店街活性化戦略の策
定など国庫補助を活用して実施した。　　（観光商工課）

省エネ化の取組、販路開拓、生産性向上などの設備投
資や創業支援、事業承継など需要が多かったことから
補正予算で増額し対応した。　　　　　　（観光商工課）
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8 月、9 月、10 月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

８月

９月

１０月

・議会だより NO.222 号 発行　〔広報委員〕
・常任委員会合同研修会　〔総務経済委員会・文教厚生委員会〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕
・町村議会広報研修会　〔広報委員〕
・第３回定例会〔９月３日から 12 日まで〕
・決算審査　〔予算・決算委員会〕
・議会運営員会研修会　〔各議員〕
・区長会との議員と話そう会　〔全議員〕
・次世代につなぐ森林づくり　〔林活議連〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・熊本県南阿蘇村議会来庁　〔議長〕
・議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕
・第４回臨時会　〔全員協議会〕
・山形県白鷹町議会来庁　〔各議員〕

　まだ酷暑の残る東京で世界陸上が開催
された。日本人選手への細やかなインタ
ビューができるのも国内開催の利点だ。
　ある選手の言葉が心に残った。１１０
Ｍハードルの村竹ラシッド選手である。
日本人では勝てないと言われ続けた競技
種目で、今季世界２位のタイムを記録し
メダル獲得への期待が高まった。結果は
１００分の１秒台に数名が並走する激戦
になり僅差の５位。メダルは逃したが入
賞を果たした。
　インタビューエリアに村竹選手がうつ
むき加減で立つ。惜敗を受け入れ難そう
な呆然とした表情を浮かべる彼に、とり
なすように「５位入賞おめでとうござい
ます。お気持ちをお聞かせください。」と
マイクを向けた。次の瞬間、こらえてい

た彼の感情が堰を切った。
「何が足りなかったのだろう？何が間違っ
ていたのだろう？」と簡潔な自問を繰り
返す。メダル獲得にすべてを懸け、厳し
い訓練を乗り越えた男の万感の思いを伝
えるのにそれで充分だった。彼は号泣し
た。

「東京でこの大会が開催されることは知っ
ていたのでパリオリンピックを終えると
目標に据えました。一人のアスリートと
して光栄すぎるほどの応援をたくさん戴
きました。だから私がメダルを獲って、
みんなと共に喜びを分かち合いたかった
のです。」自分の名誉ではなく、多くの日
本人を喜ばせたかったと語る彼の精神に、
公共性を重んじた日本人の美徳を感じ、
もらい泣きしました。彼の魂に、議員が
見習う精神を垣間見た気がしたのです。

つ
ぶ
や
き
議
長
大
森
勝
夫

東京世界陸上での感涙 連 載

　町のこと、世の中のことなど、日々のちょっとした出来事や感じたことを議長がゆるっと
” つぶやく ” コーナーです。真面目な話しだけでなく、ちょっと笑えるひと言もあるかも？！
　ぜひ、ご一読ください。
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ピックアップ

　７月 11 日、県北中央町村議会議長会主催に
よる議員研修会が水戸市（水戸プラザホテル）
で開催され議員全員で参加しました。
　今回の研修会は、茨城県土木部の方が講師
として『災害復旧と最近の取組みについて』
をテーマに近年の災害や復旧事業、気候変動
を踏まえた取組などを学んできました。

　８月 27 日、常任委員会の自主研修で株式会
社エヌジェーピー執行役員キャリアマネージ
ャーの塚田薫氏を講師にお招きし研修を行い
ました。
　大子町出身で元学校長の塚田講師による大
子町の産業振興発展、児童生徒のキャリア教
育についてご講義いただきました。魅力的で
持続可能な大子町を築いていくための考えや
行動を改めて考えさせられ、現在の技術につ
いても学ばせていただいた実りある研修でし
た。

　８月 28 日、全国町村議会議長会主催による
「広報研修会」が東京都渋谷区（LINE CUBE 
SHIBUYA）で開催され広報委員が参加しまし
た。
　この研修会は、議会広報の発展に資するこ
とを目的に開催されたもので、議会広報を担
当する議員が全国から参加しました。
　大子町議会からは広報委員７名が出席して、
読まれる広報紙の作り方などを学んできまし
た。 

■県北中央町村議会議長会議員研修会

■常任委員会自主研修

■町村議会広報研修会

大子議会だより No.223　8
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ピックアップ

　10 月 16 日に大子町区長会との議員と話そう
会を実施しました。
　参加いただいた区長からは各地域での現状や抱
えている悩み事だけでなく、大子町全体として取
り組むべきことや町の将来について意見交換が行
われました。厳しいご意見もいただきつつ、現在
検討している活動についても賛同をいただきまし
た。今後の議員ひとりひとりの活動や資質向上へ
繋げていきたいと思います。

　10 月 22 日、大子町池田地内において「次世
代につなぐ森づくり」として、昨年に引き続き植
樹イベントが開催され、各議員で参加しました。
　当日は大子中学校２学年の生徒も参加し、苗木
の植樹、ドローンによる苗木運搬及び高性能林業
機械（ハーベスタ）による伐採・造材の実演が行
われました。
　森林資源の持続性を保ち、次世代につなぐ大切
な森林を育てるために、『切って、木材を利用し、
また、植えて、育てる』の循環型林業と本活動を
支援・推進していきます。

■議員と話そう会

■次世代につなぐ森林づくり

■大子町へようこそ！（行政視察）
　茨城県外の市町村議会からお問い合わせいただき行政視察を受け入れました。
　当日は、大森議長が出席して歓迎のあいさつや説明を行いました。
　５月から 9 月までの間に３市町村の議会議員の方々にご訪問いただきましたので紹介します。

9　大子議会だより No.223

（総務常任委員会）
７名

【視察概要】
・AI 乗合タクシーたくまるについ

て

○三重県伊賀市議会
（産業常任委員会、議長）
５名

【視察概要】
・学力向上について

○宮城県大衡村議会
（会派：緑風会）
３名

【視察概要】
・新庁舎について

○北海道当別町議会
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議会事務局　職場体験特集

　7 月 28 日 29 日の２日間、大子中学校２学年の生徒２人（小林茜音さん、菊池芽依さん）が
議会事務局へ職場体験に来てくれました。2 人には議会についてや議会事務局の仕事について
を学んでもらい、議会だより用に写真撮影やレポートを作成してもらいました。原文そのまま
を掲載しておりますので是非ご覧ください。

大子町議会についての説明

庁舎内探検

議会だよりの説明

　大子町議会はあまり身近に感じられず、ぼんやりとした
イメージだったけれど、議員さんたちがしっかりと町の人
達の声を聞いて町のために活動していることがわかりまし
た。

　議場、議会ホール棟と行政棟をまわり各課について具体
的な業務内容やふれあいホール、待合ラウンジ、ブックラ
ウンジ、議会図書の説明も聞きました。

　定例会から２ヶ月の間で一般質問の応答を言葉の意味合
いが変わらないか、情報に誤りはないか確認しながら要約
し 1 ページ 1 ページ丁寧に作られていく議会だよりはたく
さんの人が関わり合って完成することがわかりました。

　議会の説明を聞いて、議員がどのような仕事をするのか、
委員会ではどんな活動をしているのか、大子をより良い町
にするためにどんな工夫をしているのかについて詳しく知
ることができました。

　私は、役場に数回程度しか来たことがなく、中がどのよ
うになっているのかがあまり理解していませんでした。で
すが今回の探検で、役場にどんな課があるのか、どのよう
な仕事をしているのか、課以外にも勉強などができるスペ
ースがあることをしり、役場の中がどのようになっている
のかを今回の探検でちゃんと知ることができました。

　私は、議会だよりの制作はすぐに終わるものだと思って
いたけど、議員の人たちやいろいろな人の手間がかかって
読み手が読みやすいような議会だよりを作っていて大変だ
なと思いました。

【小林さん】

【小林さん】

【小林さん】

【菊池さん】

【菊池さん】

【菊池さん】

職場体験用資料

議会図書

広報委員による説明

大子議会だより No.223　10
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インタビューコーナー 大子町議会 大森勝夫議長

職場体験の感想

大子町議会の議員に立候補したきっかけはなん
ですか？

一番やりがいがある仕事はなんですか？

中学生のときはどんなタイプの子でしたか？

議会だよりを読んでいる皆さんに一言お願い
します。

議員としての初仕事はどんなことですか？

自分の子供が大人になったときに活力のある大子
町をのこしたいと思ったからですね。

議員の仕事全般にやりがいを感じています。

元気で何をやっても目立つような子だったと思い
ます（笑）。

紙面ではなく、実際に会って議会のみんなとお話し
しましょう！

地域ごとの活力を保持する、子育て世帯を支援す
るための町営住宅を整備するという提案です。そ
して地域の人たちのどうにかしてほしいという声
だけでなく、問題解決できるような考えを議会に
届けることが議員の仕事だと思っています。

　実際に議会の運営に携わっている議会事務局の方や議員さん
のお話を聞いて地域のために日々尽力されているんだなと思い
ました。議会事務局の仕事は議会の準備から広報活動、予算の
執行まで幅広く議会を運営する上で重要だと感じました。

（小林茜音さん）

　今回の職場体験で、前まで知らなかった議会や役場のことを
たくさん知ることができました。議会では、どのようなことを
しているのか、議員や議会事務局の方はどんな仕事をしている
のか、議会だよりを作るときに誤った情報や誤字脱字がないか
など、たくさんの訂正をしながら作っていて、手間がたくさん
かかっていることがわかりました。議会のこと以外にも役場の
中を探索し、どんな課があるか、どんな仕事をしているかなど
いろいろなことを教えてくれました。　　　　　（菊池芽依さん） 菊池芽依さん　小林茜音さん

　小林さん、菊池さん、２日間お疲れ様でした。
　議会のこと、議会だよりのことなどを理解してもらい、より身近に感じてもらえたことは大
変嬉しく思います。お二人にとっての「気づき」は広報委員や議員にとっての「原点」です。
　これからも読みやすい広報紙づくりに努め、議会活動を報告していきます。
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あん議
と き

会の質問は今？！

あん議
と き
会の質問は今？！

　議会で質問してきた事業が、その後どのように行われているかお知らせするコーナーです。
　今回は少子化対策のひとつ「婚活施策」についてです。令和７年第２回定例会の一般質問で
取上げ、その後の展開についてお伝えします。

【あん議
と き

会の質問】 【そん時の回答】

婚活オンラインセミナーの開催

議員：大子町の未婚率は県内平均よ
りも高い。未婚率改善のため婚活施策
が重要だが現状は。

執行部：婚活支援ネットワークの女
性の登録者数が少ない。組織の活性化
と新たな事業展開も必要と感じる。

出会いの質を変えるプロフィールの作り方をＳＮＳ・恋愛・ブランディングのそれぞれの視点
で女性プロ講師から学ぶオンライン（Zoom）で開催されたセミナーです。

特徴的なのは、

●匿名で顔出しなし：プライバシーが守られ、安心して参加できる。
●発言なし：聞くだけでよく、コミュニケーションに自信がない方
　でも気軽に参加できる。

「新しい婚活」は、
安心・匿名性で
踏み出す「一歩」
を後押し

議会での質問が後押し
となってタイムリーな
事業展開に繋がったね



一般質問とは・・・
　「一般質問」とは、議員が町の課題や町民の声をもとに、町長や担当課に直接質問をする
場のことです。町の考えや方針を確認し、改善や取組へとつなげていく大切な機会です。
・町民の声や町の課題を取り上げる
・町政の考えや方針を確認する
・改善や新しい施策を提案する　　　など

令和７年 第３回定例会

ページ 　　質　　問　　者 　　　　　　　質　　問　　内　　容

P.14 高村　和成　議員
商店街以外での空き店舗支援は
サテライトオフィス支援事業の現状は
観光業の活性化と特産品の販路拡大は

P.15 福田　祥江　議員
教育支援センターへの給食配送は
抹茶製造に関する調査に対する町の考えは
ブレスト・アウェアネスの啓発を

P.16 飯村　　剛　議員
廃校舎を活用した企業誘致は
地域の財産を守る為には維持管理が必要では
吉成邸の成功で古民家魅力発信の拡充を

P.17 佐藤　正弘　議員

町道の補修、整備は
特産品の楮、漆に対する町の支援は
歴史、文化遺産を後世に伝える取組は
高齢化社会における生活環境整備は
高齢者世帯等へのエアコン設置費用助成は

P.18 介川　秀男　議員
町の熱中症対策は
中学生スクールバスでの登下校体制は
町職員の現状は

P.19 川井　正人　議員
空き家対策の取組は
町営研修センターの利用状況は
熱中症対策は

P.20 菊池　靖一　議員
福祉作業所の作業環境改善を
木質バイオマスガス化発電施設の稼働と契約は
ポイ捨て等防止条例施行後の取組は

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町議会は、スマートフォンで議会の様子を見ることができます。定例会や臨時会
の様子を生中継するとともに、録画配信も行っていますので、是非ご覧になってくださ
い。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継

町政に
　ここが聞きたい！これを言いたい！

　　　　　   ７名の議員が一般質問
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
高
村
】
こ
の
補
助
を
活
用
し

た
企
業
は
実
績
報
告
を
上
げ
る

義
務
が
あ
る
が
、
活
用
後
の
報

告
規
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
要
綱
に

基
づ
い
て
開
設
日
か
ら
３
年
間

の
運
用
状
況
を
各
企
業
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
る
。
い
ず
れ
の

企
業
も
事
業
継
続
を
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
的
な
事
業
が
展
開

で
き
る
よ
う
伴
走
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

【
高
村
】
大
子
町
の
観
光
業
活

性
化
と
特
産
品
の
流
通
拡
大
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

し
て
い
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
大
子
町
で

は
観
光
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
観

光
案
内
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
重

視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
県
南
か
ら
の
来
町
者
が

非
常
に
多
い
た
め
県
内
で
の
Ｐ

Ｒ
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

【
高
村
】
今
現
在
で
も
外
国
か

ら
の
来
日
数
は
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
る
中
で
、
日
本
の

「
食
」
に
関
し
て
も
高
い
人
気

が
あ
る
。
大
子
町
に
も
誇
れ
る

【
高
村
】
現
在
、
町
内
企
業
へ

の
支
援
策
と
し
て
「
経
営
改

善
・
創
業
等
支
援
補
助
」
が
あ

る
。
申
請
も
比
較
的
容
易
で
と

て
も
助
か
る
と
意
見
も
あ
る
が
、

利
用
状
況
や
対
象
業
種
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
年
に
よ
る

ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
年
々
申

請
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

今
年
度
に
お
い
て
も
す
で
に
10

件
以
上
の
相
談
が
あ
る
。
前
年

度
の
実
績
と
し
て
は
、
創
業
・

事
業
継
承
・
新
規
出
店
含
め
21

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

【
高
村
】
こ
れ
と
は
別
に
「
商

店
街
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
事

業
」
が
あ
る
が
、
申
請
件
数
は

ど
う
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
Ｊ
Ｒ
常
陸

大
子
駅
前
の
商
店
周
辺
に
な
る

が
、
空
き
店
舗
バ
ン
ク
に
８
件

の
物
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

補
助
の
活
用
件

数
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
10
件

の
実
績
が
あ
り
、

空
き
店
舗
活
用

の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

【
高
村
】
こ
の
支

援
を
受
け
る
と

き
の
条
件
と
し

て
、「
お
お
む
ね
10
件
以
上
の

小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
店

舗
が
近
接
し
て
い
る
区
域
」
と

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
区
域
で

の
開
業
は
対
象
外
と
な
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
こ
の
支

援
制
度
は
中
心
商
店
街
、
中
心

市
街
地
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、

例
え
ば
山
林
の
中
で
の
開
業
と

な
る
と
補
助
対
象
外
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
希
望
も

最
近
出
て
き
て
い
る
た
め
、
今

後
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い

考
え
で
あ
る
。

【
高
村
】
企
業
誘
致
の
推
進
の

一
つ
と
し
て
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
等
支
援
事
業
」
が
あ
る

が
、
利
用
実
績
は
ど
う
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
補
助
の

実
績
は
令
和
３
年
か
ら
令
和
７

年
度
現
在
で
継
続
申
請
含
め
６

件
と
な
っ
て
い
る
。

特
産
品
は
多
く
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
実
際
に
輸
出
し
た
実
績
は

あ
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
実
績
と

し
て
、
町
内
で
製
造
さ
れ
て
い

る
日
本
酒
が
海
外
の
展
示
会
な

ど
で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、

実
際
に
海
外
へ
出
向
い
て
販
売

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
６
次

製
品
化
し
た
も
の
、
加
工
品
の

輸
出
な
ど
も
様
々
な
事
業
者
が

検
討
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
も
町
と
し
て
輸
出
へ
向
け

た
支
援
や
県
内
外
の
商
談
会
を

今
年
度
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

商
店
街
以
外
で
の
空
き
店
舗
支
援
は

今
後
調
査
・
研
究
を
行
う
考
え
で
あ
る

高村和成 議員

答 問

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

支
援
事
業
の
現
状
は

観
光
業
の
活
性
化
と
特

産
品
の
販
路
拡
大
は

サテライトオフィス誘致

創業支援
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

な
る
て
ん
茶
の
生
産
量
は
過
去

最
高
と
な
り
、
平
均
単
価
も
煎

茶
の
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

茶
業
の
将
来
を
考
え
た
時
に
、

個
人
事
業
者
に
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
抹
茶
製
造
に
関
す
る
調

査
を
町
で
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
農
林
課
長
】
現
在
、
奥
久
慈

茶
業
組
合
で
は
粉
末
茶
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
生
産
者
団
体
な
ど
と

意
見
交
換
を
し
て
い
く
中
で
、

機
運
や
導
入
の
可
能
性
が
高
ま

っ
て
き
た
場
合
に
は
調
査
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
令

和
３
年
に
乳

が
ん
と
診
断

さ
れ
た
の
は

９
万
９
４
４

９
例
で
あ
り
、

女
性
が
か
か

る
が
ん
の
１

位
で
あ
る
。

【
福
田
】
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
給
食
の
配
送
に
つ
い
て
は

過
去
に
も
質
問
し
て
き
た
が
、

今
年
度
は
中
学
校
が
１
校
に
な

り
給
食
の
配
送
ル
ー
ト
が
短
縮

さ
れ
た
事
、
教
育
セ
ン
タ
ー
が

中
央
公
民
館
に
移
動
し
中
学
校

と
徒
歩
で
往
復
40
分
か
か
る
よ

う
に
な
っ
た
事
な
ど
状
況
が
変

化
し
た
。
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

に
通
室
す
る
生
徒
の
中
に
は
、

将
来
、
給
食
を
作
る
仕
事
を
し

た
い
と
い
う
生
徒
、
兄
弟
間
で

学
校
給
食
の
話
題
に
な
る
と
話

に
入
れ
な
い
児
童
な
ど
が
い
る
。

何
と
か
し
て
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
で
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
コ

ン
テ
ナ
を
直
接
下
ろ
せ
る
場
所

が
な
い
、
児
童
・
生
徒
が
食
べ

る
30
分
前
ま
で
に
検
食
し
な
い

と
な
ら
な
い
、
事
前
注
文
が
必

要
に
な
る
、
欠
席
の
場
合
は
食

品
ロ
ス
に
な
る
な
ど
の
課
題
が

あ
る
が
、
今
年
の
秋
に
２
週
間

程
度
の
実
証
実
験
を
し
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
食
品
ロ
ス
と
言
う
が
、

通
室
生
の
給
食
は
学
校
に
配
食

さ
れ
て
お
り
、
学
校
に
行
け
な

い
場
合
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
学

校
に
行
け
ば
食
べ
ら
れ
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
欠
席
し

た
り
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
室

し
た
り
し
た
場
合
は
廃
棄
処
分

に
な
る
。

【
福
田
】
実
証
実
験
後
、
ど
れ

く
ら
い
で
結
論
を
出
す
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
検

証
す
る
時
間
が
必
要
で
、
現
段

階
で
は
明
確
に
は
言
え
な
い
。

【
福
田
】
農
林
水
産
省
は

農
林
水
産
物
食
品
輸
出

拡
大
実
践
戦
略
に
お
い
て
、

輸
出
重
点
品
目
に
お
茶
を

選
定
し
て
い
る
。
海
外
で

の
抹
茶
ブ
ー
ム
に
よ
り
輸

出
額
は
年
々
増
加
し
、
令

和
５
年
、
抹
茶
の
原
料
と

リ
ス
ク
は
９
人
に
１
人
で
あ
る
。

早
期
発
見
す
れ
ば
治
る
可
能
性

が
90
％
以
上
で
あ
る
。
近
年
、

推
奨
さ
れ
て
い
る
ブ
レ
ス
ト
・

ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
が
あ
る
。
乳
が

ん
は
若
い
年
代
で
も
罹
患
す
る
。

育
児
で
忙
し
い
年
代
、
検
診
が

行
わ
れ
て
い
な
い
30
歳
未
満
に

も
啓
発
で
き
な
い
か
。

【
健
康
こ
ど
も
政
策
課
長
】
広

報
媒
体
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

３
歳
児
健
診
の
保
護
者
、
保
育

所
等
の
保
護
者
に
対
し
て
予
防

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

※
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

と
は
、
乳
房
の
健
康
を
意
識
す

る
生
活
習
慣
の
こ
と
で
す
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
給
食
配
送
は

実
証
実
験
を
行
っ
た
後
に
判
断
す
る

福田祥江 議員

答 問

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
の
啓
発
を

抹
茶
製
造
に
関
す
る
調
査

に
対
す
る
町
の
考
え
は

日本人女性の９人に１人が
乳がんになっています

抹茶人気により輸出量が
増えています
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
古
民
家
を
活
用
し
た

飲
食
店
事
業
「
だ
い
ご
茶
房
」

の
実
施
に
よ
る
効
果
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
る
株
式
会
社

さ
と
ゆ
め
と
実
証
実
験
を
計
５

回
行
っ
て
き
た
。
毎
回
利
用
者

の
満
足
度
は
高
く
町
内
外
か
ら

好
評
で
、
町
の
知
名
度
向
上
に

も
貢
献
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
食
事
を
取
る
だ
け

で
な
く
提
供
さ
れ
た
食
材
の
生

産
者
の
元
へ
訪
問
し
て
購
入
し

て
行
く
な
ど
経
済
効
果
も
生
ま

れ
て
い
る
。

【
飯
村
】
好
評
で
あ
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
町
内
の
飲
食
店
で
提
供

し
て
誘
客
に
取

り
組
め
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り

課
長
】
品
質
の

ば
ら
つ
き
や
古

民
家
活
用
事
業

と
し
て
の
プ
ラ

ン
の
希
薄
化
を

招
く
恐
れ
が
あ

る
の
で
想
定
は

【
飯
村
】
中
学
校
が
統
廃
合
に

な
り
、
廃
校
の
利
活
用
の
計
画

で
は
企
業
誘
致
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
目
的
と
企
業
誘
致
に
求
め

る
理
想
像
と
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
地
域
経

済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
で

あ
る
。
地
域
住
民
と
連
携
し
た

事
業
を
行
う
な
ど
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
の
資
す
る
用
途
と
し
て

最
大
限
に
地
域
資
源
を
活
用
し

共
生
を
模
索
し
て
い
る
企
業
で

あ
る
。
観
光
業
や
食
品
加
工
業
、

飲
食
業
、
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
な

ど
を
期
待
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
し
っ
か
り
し
た
企
業

を
誘
致
し
て
も
ら
う
た
め
の
対

策
と
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
地
域
間

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
な
い

よ
う
に
事
前
に
説
明
や
議
論
を

通
し
て
理
解
と
合
意
が
必
要
と

考
え
て
る
。

【
飯
村
】
誘
致
に
対
し
て
町
の

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
施
策
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
支
援
の

補
助
事
業
で
は
企
業
誘
致
優
遇

支
援
制
度
を
整
備
し
、
企
業
か

ら
の
要
望
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
長
自
ら
先
頭
で
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
る
。

【
飯
村
】
廃
校
の
校
庭
は
活
用

が
少
な
い
た
め
雑
草
が
茂
っ
て

き
て
い
る
が
、
除
草
作
業
は
行

う
の
か
。

【
財
政
課
長
】
校
舎
周
辺
の
作

業
は
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
委
託
し
て
い
る
。
今
後
、

校
庭
内
も
除
草
を
予
定
し
て
い

る
。

【
飯
村
】
廃
校
舎
内
外
の
老
朽

化
を
防
ぐ
た
め
通
年
を
通
し
て

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
は
。

【
財
政
課
長
】
廃
校
舎
の
活
用

が
決
ま
る
ま
で
は
、
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
て
い
な
い
。
吉
成
邸
周
辺
の

立
地
条
件
は
決
し
て
良
好
と
は

ま
で
は
言
え
な
い
が
、
食
材
の

持
つ
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
発
信
に

よ
り
、
お
客
を
呼
び
込
め
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
を
、
町
内
の

事
業
者
に
も
参
考
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
飯
村
】
今
後
の
新
た
な
計
画

は
あ
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
引
き
続

き
、
株
式
会
社
さ
と
ゆ
め
と
地

域
の
皆
さ
ん
と
更
に
事
業
を
磨

き
上
げ
、
行
政
で
は
な
く
、
民

間
事
業
者
に
よ
る
自
走
化
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
宿

泊
事
業
の
展
開
な
ど
へ
も
実
現

化
に
向
け
て
注
力
し
て
い
き
た

い
。

廃
校
舎
を
利
用
し
た
企
業
誘
致
は

地
域
間
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る

飯村　剛 議員

答 問

地
域
の
財
産
を
守
る
為
に

は
維
持
管
理
が
必
要
で
は

吉
成
邸
の
成
功
で
古
民

家
魅
力
発
信
の
拡
充
を

企業誘致は地域間の合意形成が必須

古民家魅力の発信拡充を望む
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
佐
藤
】
国
、
県
へ
の
要
望
も

大
切
だ
が
、
町
自
体
が
も
っ
と

力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
。

【
農
林
課
長
】
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
金
銭
的
な
補
助
だ

け
で
な
く
、
国
全
体
の
課
題
で

も
あ
る
。
国
、
県
、
関
係
団
体

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
良

い
形
に
し
て
い
く
。

【
佐
藤
】
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
土
器
、
化
石
、
農
業
遺
産
等

の
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

先
人
の
遺
物
等
を
一
か
所
に
集

め
、
整
理
し
、
町
民
に
公
開
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
町
の
考

え
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
町

が
保
管
し
て
い
る
文
化
財
は
、

宮
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
旧
下
野
宮
小

学
校
、
中
央
公
民

館
で
保
管
し
て
い

る
。
一
般
公
開
で

き
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
財
源
、
維

持
管
理
等
を
考
え

る
と
、
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

【
佐
藤
】
町
道
が
狭
く
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
が
剥
が
れ
て
交
通
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
町
道
も

あ
る
。
町
道
の
補
修
、
整
備
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

【
建
設
課
長
】
皆
様
の
通
報
、

パ
ト
ロ
ー
ル
で
規
模
の
小
さ
い

の
は
建
設
課
で
、
規
模
が
大
き

い
も
の
は
民
間
業
者
に
依
頼
し

て
い
る
。
現
在
、
道
路
舗
装
維

持
管
理
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
計

画
を
策
定
し
、
優
先
度
を
決
め

た
上
で
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
計
画
的
に
道
路
の
整
備
や
維

持
補
修
な
ど
を
行
っ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

【
佐
藤
】
小
さ
な
集
落
で
、
町

に
声
が
届
い
て
な
い
所
が
あ
る

の
で
は
な
い
の
か
。
人
口
の
少

な
い
所
で
も
長
期
的
に
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、

地
域
の
声
を
取
り
上
げ
る
べ
き

と
思
う
が
。

【
建
設
課
長
】
行
政
連
絡
班
長

や
地
元
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い

た
部
分
に
関
し
て
、
た
だ
ち
に

建
設
課
で
補
修
を
行
っ
て
お
り
、

小
さ
い
、
大
き
い
に
関
係
な
く

補
修
を
行
っ
て
い
る
。

【
佐
藤
】
大
子
那
須
楮
、
漆
は

国
内
外
で
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
特
産
品
の
楮
、
漆
に
対

し
、
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る

が
少
な
す
ぎ
る
。
抜
本
的
な
支

援
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。

【
農
林
課
長
】
大
子
那
須
楮
に

対
し
、
運
営
費
補
助
、
文
化
庁

に
よ
る
支
援
事
業
補
助
金
な
ど

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
漆
に
つ

い
て
は
、
大
子
漆
保
存
会
の
会

員
が
実
施
す
る
生
産
活
動
に
対

す
る
事
業
補
助
、
茨
城
県
に
よ

る
、
う
る
し
生
産
体
制
整
備
事

業
補
助
金
、
会
の
事
務
局
を
町

が
担
い
、
運
営
費
を
補
助
し
て

い
る
。
町
単
独
で
は
財
源
に
限

り
が
あ
る
。
県
へ
の
要
望
を
加

え
、
活
用
可
能
な
国
の
施
策
に

つ
い
て
も
研
究
す
る
な
ど
、
新

た
な
財
源
確
保
に
取
り
組
む
考

え
で
あ
る
。

【
佐
藤
】
古
文
書
、
化
石
、
土

器
な
ど
明
確
に
整
理
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
明

確
な
管
理
の
定
義
が
解
ら
な
い

が
必
要
な
部
分
の
管
理
及
び
収

集
整
理
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
佐
藤
】
す
ぐ
に
、
一
般
公
開

で
き
る
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
展

示
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
展
示

す
る
形
、
説
明
文
、
ケ
ー
ス
な

ど
細
か
い
作
業
が
必
要
に
な
る

と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
生
活
環

境
整
備
は

高
齢
者
世
帯
等
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
費
用
助
成
は

町
道
の
補
修
、
整
備
は

道
路
舗
装
維
持
管
理
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

佐藤正弘 議員

答 問

特
産
品
の
楮
、
漆
に

対
す
る
町
の
支
援
は

歴
史
、
文
化
遺
産
を
後

世
に
伝
え
る
取
組
は

改修整備が求められる町道

国登録有形民俗文化財
（「大子町の文化財」参照）
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護
者
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
承

認
申
請
書
を
提
出
、
教
育
委
員

会
か
ら
乗
車
証
が
交
付
さ
れ
利

用
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

に
こ
の
件
の
相
談
は
無
い
が
、

相
談
が
あ
れ
ば
総
合
的
か
つ
適

切
に
判
断
を
し
て
い
く
。

【
介
川
】
全
国
的
に
も
地
方
自

治
体
の
職
員
が
集
ま
ら
な
く
な

っ
て
お
り
、
若
手
世
代
の
離
職

も
増
え
て
い
る
統
計
も
出
て
い

る
。
町
の
職
員
の
現
状
に
つ
い

て
、
近
年
５
年
間
の
町
職
員
の

受
験
状
況
と
採
用
状
況
は
。

【
総
務
課
長
】
５
年
間
の
状
況

【
介
川
】
今
年
の
夏
も
記
録
ず

く
め
の
異
常
な
暑
さ
の
夏
と
な

っ
た
が
、
今
年
度
町
内
で
熱
中

症
に
か
か
り
救
急
搬
送
さ
れ
た

方
が
ど
れ
く
ら
い
い
た
の
か
。

【
消
防
長
】
４
月
１
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
で
、
熱
中
症
搬
送

件
数
は
26
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
介
川
】
救
急
搬
送
さ
れ
た
方

の
熱
中
症
発
症
場
所
の
内
訳
と
、

年
代
別
内
訳
は
。

【
消
防
長
】
屋
内
で
の
発
症
は

11
名
で
、
屋
外
で
の
発
症
は
15

名
で
あ
る
。
年
代
別
内
訳
と
し

て
は
、
18
歳
未
満
搬
送
無
し
、

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
搬
送
は

６
名
、
65
歳
以
上
の
搬
送
は
20

名
と
な
っ
て
い
る
。

【
介
川
】
高
齢
者
の
方
々
の

中
に
は
電
気

代
節
約
へ
の

意
識
が
高
く
、

エ
ア
コ
ン
の

使
用
を
控
え

る
方
も
多
い

と
聞
く
。
電

気
代
高
騰
へ

の
対
応
も
含

め
て
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

【
財
政
課
長
】
住
民
税
非
課
税

の
独
り
暮
し
の
高
齢
者
の
方
で

積
算
し
た
場
合
、
敬
老
祝
金
５

０
０
０
円
、
低
所
得
者
世
帯
支

援
分
３
万
円
を
給
付
し
、
水
道

料
金
は
７
０
０
０
円
を
減
免
し

て
お
り
約
４
万
２
０
０
０
円
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

【
介
川
】
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
の
登
下
校
体
制
で
あ
る
が
、

閉
校
し
た
中
学
校
区
以
外
の
方

か
ら
生
徒
の
送
迎
が
負
担
と
な

っ
て
い
る
の
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
で
き
な
い
か
と
の
意
見

も
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
、
保

と
し
て
は
、
毎
年
50
人
か
ら
80

人
の
応
募
が
あ
り
９
人
か
ら
14

人
程
度
の
職
員
を
採
用
し
て
い

る
。

【
介
川
】
30
歳
以
下
の
若
手
職

員
の
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
率

は
。

【
総
務
課
長
】
令
和
２
年
度
と

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
30
歳

以
下
の
離
職
者
は
い
な
い
。
こ

こ
５
年
間
の
若
年
層
の
離
職
率

は
年
平
均
約
28
％
で
あ
り
、
全

国
に
お
け
る
若
年
層
の
離
職
率

と
比
較
し
て
も
町
職
員
の
離
職

率
は
高
い
水
準
で
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

町
の
熱
中
症
対
策
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
熱
中
症
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る

介川秀男 議員

答 問

中
学
生
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
の
登
下
校
体
制
は

町
職
員
の
現
状
は

行政を支える職員体制は

続く暑さ、命を守る対策を
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

考
え
は
あ
る
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
国
土
交
通

省
で
公
開
し
て
い
る
住
ま
い
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
内
容

が
非
常
に
分
か
り
や
す
く
充
実

し
て
い
る
。
今
後
、
相
談
会
等

に
必
要
に
応
じ
て
資
料
を
提
供

し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か

ら
も
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
川
井
】
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

と
し
て
町
営
研
修
セ
ン
タ
ー
の

外
国
人
の
利
用
は
可
能
な
の
か
、

ま
た
、
利
用
が
あ
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
外
国
人

の
利
用
は
、
令
和
６
年
度
に
は

32
名
、
今
年
度
８
月
末
時
点
で

【
川
井
】
近
年
深
刻
化
し
て
い

る
放
置
空
き
家
問
題
は
、
空
き

家
の
発
生
予
防
と
利
活
用
促
進

と
の
両
面
か
ら
の
対
策
が
急
務

で
あ
る
。
そ
こ
で
町
が
把
握
し

て
い
る
空
き
家
数
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
総
務
省
の

令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
で
は
、
当
町
の
空
き
家
の
総

数
は
１
４
２
０
戸
、
総
住
宅
数

７
３
８
０
戸
に
対
す
る
割
合
は

１
９
．
２
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
空
き
家
の
う
ち
賃
貸
、
売

却
用
及
び
２
次
的
住
宅
を
除
く

空
き
家
数
は
１
１
６
０
戸
で
総

住
宅
数
に
対
す
る
割
合
は
１
５
．

７
２
％
で
、
高
い
水
準
で
使
用

目
的
の
な
い
空
き
家
が
存
在
し

て
い
る
。

【
川
井
】
現
時
点
で
は
管
理
不

全
空
家
等
及
び
特
定
空
家
等
の

認
定
も
指
導
・
勧
告
も
無
い

状
況
で
あ
る
が

今
後
、
空
き
家

が
放
置
さ
れ
れ

ば
い
ず
れ
行
政

処
置
を
受
け
る

リ
ス
ク
に
つ
な

が
る
。
そ
こ
で
、

町
が
行
っ
て
い

る
放
置
空
き
家

対
策
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
第
２
次
大

子
町
空
家
等
対
策
計
画
で
は
基

本
姿
勢
と
し
て
空
家
等
の
発
生

抑
制
と
適
切
な
管
理
、
空
家
等

の
利
活
用
の
促
進
、
管
理
不
全

状
態
に
あ
る
空
家
等
の
抑
制
と

解
消
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
う
い

っ
た
中
で
適
正
な
管
理
を
促
す

通
知
等
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
に
同
封
す
る

チ
ラ
シ
に
適
切
な
管
理
が
不
可

欠
で
あ
る
事
、
そ
し
て
空
き
家

の
有
効
活
用
を
含
め
た
所
有
者

等
へ
の
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、

空
き
家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
金
、
空
き
家
の
片
付
け
支
援

補
助
金
の
案
内
を
行
っ
た
。

【
川
井
】
空
き
家
に
な
る
前
の

対
策
と
し
て
住
宅
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
活
用
を
し
た
事
例

が
あ
る
。
住
宅
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
等
の
活
用
を
導
入
す
る

は
６
名
が
利
用
。
外
国
人
の
利

用
に
特
に
制
限
は
設
け
て
い
な

い
が
、
学
校
の
教
育
活
動
や
各

種
研
修
が
目
的
で
、
そ
の
範
囲

で
あ
れ
ば
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

【
川
井
】
熱
中
症
対
策
と
し
て

庁
舎
や
学
校
施
設
等
に
無
料
で

給
水
で
き
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ

ン
ド
を
設
置
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

【
総
務
課
長
】
熱
中
症
対
策
は

優
先
度
の
高
い
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
再
認
識
し
て
い
る
。
来

庁
者
に
は
、
当
面
は
自
動
販
売

機
の
利
用
を
案
内
し
て
い
く
が
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
の
設
置

に
限
定
せ
ず
、
熱
中
症
予
防
と

し
て
何
が
効
果
的
な
対
策
と

し
て
で
き
る
か
、

引
き
続
き
考
え

て
い
く
。

空
き
家
対
策
の
取
組
は

適
正
管
理
と
活
用
を
推
進
し
て
い
る

川井正人 議員

答 問

町
営
研
修
セ
ン
タ
ー

の
利
用
状
況
は

熱
中
症
対
策
は

空き家対策の取組事例
（国交省資料参照）
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

の
設
計
上
の
問
題
が
あ
り
、
本

来
の
性
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
な

い
。
海
外
の
部
品
に
不
具
合
が

あ
る
な
ど
の
状
況
で
、
現
在
プ

ラ
ン
ト
会
社
に
調
査
を
依
頼
し

て
い
る
。
ま
だ
、
稼
働
の
め
ど

が
立
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

【
菊
池
】
平
成
28
年
に
は
町
有

地
が
売
買
さ
れ
て
い
る
が
、
売

買
時
に
交
わ
し
た
契
約
に
つ
い

て
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
公
有
財

産
売
買
契
約
で
は
、
土
地
の
売

買
だ
け
で
な
く
、
用
途
の
指
定
、

譲
渡
転
貸
の
制
限
、
買
戻
し
の

特
約
の
条
件
等
も
定
め
て
い
た
。

し
か
し
、
令
和
４
年
に
株
式
会

社
エ
ジ
ソ
ン
パ
ワ
ー
に
あ
る
事

業
と
及
び
そ
の
子
会
社
で
あ
る

大
子
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
エ
ナ
ジ

ー
株
式
会
社
の
全
株
式
が
、
南

国
殖
産
株
式
会
社
に
譲
渡
さ
れ

た
の
を
受
け
、
町
は
、
令
和
５

年
に
改
め
て
大
子
町
と
南
国
殖

産
、
大
子
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
エ

ナ
ジ
ー
の
３
者
で
新
た
に
覚
書

を
締
結
し
対
応
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
覚
書
の
内
容
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
売
買
契

約
の
時
か
ら
10
年
間
以
内
に
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
用
途
に
供

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に

【
菊
池
】
大
子
町
福
祉
作
業
所

は
、
今
年
度
か
ら
下
野
宮
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
跡
地
に
移
転

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
４
か
月

が
経
過
し
て
夏
の
猛
暑
も
体
験

し
た
の
で
、
作
業
所
内
の
作
業

環
境
で
改
善
す
べ
き
点
な
ど
な

い
か
。

【
福
祉
課
長
】
大
子
町
福
祉
作

業
所
は
、
社
会
福
祉
法
人
大
子

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
施
設
を
協
議
会

へ
賃
貸
す
る
に
あ
た
り
、
浴
室

か
ら
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
改
修
、

ト
イ
レ
の
改
修
、
エ
ア
コ
ン
の

増
設
な
ど
、
快
適
に
作
業
が
で

き
る
よ
う
改
修
し
て
き
た
。
活

動
を
始
め
て
か
ら
ト
イ
レ
の
使

用
頻
度
の
問
題
や
食
堂
、
厨
房

で
の
暑
さ
対
策
な
ど
対
応
が
必

要
に
な
っ
た
の
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
い
て
、
屋
外
に
仮

設
ト
イ
レ
を
１
基
、
食
堂
や
厨

房
は
、
旧
大
子
保
育
所
・
旧
若

草
作
業
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
台

移
設
設
置
し
対
応
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
移
設
し
た
エ
ア
コ
ン

の
温
度
が
下
が
ら
な
か
っ
た
り
、

表
の
ト
イ
レ
の
中
は
高
温
に
な

る
な
ど
数
件
の
問
題
点
が
あ
る

が
、
よ
く
調
査
を
し
て
改
善
で

き
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】
建
物
も
経
年
劣

化
等
に
よ
り
、
修
繕
等
が
発
生

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

施
設
の
環
境
問
題
と
併
せ
て
、

運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
議
を
行
い
対
応
を
進
め

た
い
。

【
菊
池
】
町
は
、
平
成
27
年
に

森
林
の
温
泉
に
隣
接
す
る
町
有

地
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発

電
施
設
を
誘
致
し
た
。
誘
致
に

当
た
っ
て
は
、
木
材
の
放
射
能

汚
染
や
ガ
ス
化
発
電
の
技
術
的

な
難
し
さ
な
ど
地
元
や
議
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
議
論
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
、
発
電

施
設
は
建
設
さ
れ
た
が
10
年
が

経
つ
今
も
稼
働
し
て
い
な
い
。

稼
働
で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て

は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
発
電
所

は
、
町
が
土
地
を
買
い
戻
す
。

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
が
20

年
間
な
の
で
、
期
間
の
終
了
時

ま
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
用

途
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

譲
渡
転
貸
の
制
限
、
事
業
廃
止

後
の
原
状
回
復
等
を
定
め
て
い

る
。

【
菊
池
】
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
は
始
ま
っ
て
い
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
現
在
は
、

本
来
の
発
電
能
力
が
発
揮
で
き

な
い
が
法
律
上
は
商
業
運
転
が

稼
働
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

３
年
目
を
迎
え
る
の
で
残
り
の

買
取
期
間
は
、
17
年
に
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
施
行
後

の
取
組
は

福
祉
作
業
所
の
作
業
環
境
改
善
を

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
対
応
す
る

菊池靖一 議員

答 問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
化
発
電
施
設

の
稼
働
と
契
約
は

移転した大子町福祉作業所

ポイ捨て等防止の看板
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～町民とつながる広報を目指して～

議会だより、次の一歩へ

　広報委員会では、議会だよりをより町民の皆さんにとって身近でわかりやすいものにするため、毎
年広報研修を受講しています。研修では、他の市町村議会の取り組みや、講師による専門的な指導が
あり、伝わる紙面づくりや町民とのつながり方について学んできました。
　今後は、研修で学んだことをヒントに、町民の声を紙面に反映するインタビュー企画や一般質問の
要点を短い動画で紹介できるような新たな試みなども検討してまいります。いずれも、実現に向けて
準備や体制づくりが必要ですが、町民の皆さんとの双方向の広報を目指す第一歩として実現に向けて
取り組んでいきます。
　また、広報活動の一環として、町民との直接対話の場も重視しています。これまでの「議員活動の
報告会」は、「議員と話そう会」へと形を変え、より自由で対話的な場として開催しています。今後は、
個人参加型のスタイルも視野に入れ、町民一人ひとりと向き合える機会の充実にも力を入れてまいり
ます。
　議会だよりは、町民と議会をつなぐ大切な架け橋です。これからも、皆さんの声に耳を傾けながら、
より開かれた議会と、より伝わるわかりやすい広報を目指してまいります。

※実現に向けた検討案の一例イメージ画です。

町民インタビュー
イメージ画

一般質問ダイジェスト
イメージ画

個人参加型の議員と話そう会
イメージ画
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わ
く
わ
く
わわ
くく

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわ
た
し
の

た
し
の
夢夢

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
人
と

関
わ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
で

す
。
昨
年
「
咲
く
カ
フ
ェ
」

で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

お
客
様
に
料
理
を
提
供
す

る
際
、「
あ
り
が
と
う
」
と

感
謝
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
ま

し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
笑
顔
で

話
し
か
け
て
も
ら
え
た
こ
と

で
人
と
接
す
る
こ
と
の
優
し

さ
や
、
働
く
こ
と
の
や
り
が

い
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

店
員
さ
ん
同
士
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
お
店
の
雰

囲
気
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
私

は
、
人
の
役
に
立
て
る
よ
う

な
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
、

自
分
の
手
で
誰
か
が
笑
顔
に

な
る
よ
う
な
仕
事
に
就
く
た

め
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん

の
人
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

大子中学校３年
神
かみなが
長　葵

あおい
さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時

間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
12
月
３
日
（
水
）
開　
　
会

▽　
　
４
日
（
木
）
自
宅
審
議

　
　
～
７
日
（
日
） 　
〃

▽　
　
８
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　
９
日
（
火
）
一
般
質
問

▽　
　
10
日
（
水
）
一
般
質
問

▽　
　
11
日
（
木
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
閉　
　
会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委 

員 

長　

川　

井　

正　

人

副
委
員
長　

高　

村　

和　

成

委　
　

員　

介　

川　

秀　

男

委　
　

員　

根　

本　

厚　

子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

大　

森　

勝　

夫

委　
　

員　

須　

藤　
　
　

明

　

議
会
で
は
「
議
員
と
話
そ
う

会
」
を
実
施
す
る
町
民
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
や
行
政
に
届
け
た
い
想
い

を
自
由
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
意
見

を
も
と
に
議
会
運
営
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
７
団
体
と
実

施
し
ま
し
た
。

　

町
民
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

な
ら
、
ど
な
た
で
も
申
し
込
め

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事

務
局
（
７
２
―
１
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

写
真
は
今
年
実
施
し
た
話
そ

う
会
の
様
子
で
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
軍
団
が
人
間
に

反
乱
を
起
こ
す
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
を
観
て
育
っ
た
私
は
、「
生

成
Ａ
Ｉ
」
に
少
な
か
ら
ず
恐

怖
心
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
議
員
研
修
で
指
導
を
受
け
、

よ
う
や
く
使
い
始
め
た
。
た

め
し
に
来
賓
挨
拶
の
作
成
を

指
示
し
て
み
る
。
あ
っ
と
い

う
間
に
模
範
挨
拶
を
表
示
し

た
。
と
て
も
ス
マ
ー
ト
な
文

章
だ
。
そ
の
場
の
ひ
ら
め
き

で
語
る
私
の
挨
拶
が
野
暮
に

思
え
て
く
る
。
い
や
、
そ
う

だ
ろ
う
か
。
生
身
の
人
間
臭

い
挨
拶
こ
そ
良
い
は
ず
だ
、

と
私
は
考
え
る
の
で
す
。
こ

の
誌
面
の「
つ
ぶ
や
き
議
長
」

も
体
臭
を
感
じ
る
文
体
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
情
熱
は
汗

を
と
も
な
う
。
汗
臭
く
て
も

熱
意
を
持
っ
て
活
動
す
る
議

会
こ
そ
大
切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
（
大
森　

勝
夫
）

あ
と
が
き

12
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ

そ
の
話
、
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
！


